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このたびは《カシオ PB - 100》をお買い上げいただきまして、誠にありがとうごさい 
ます。 

本機は、これからコンピュータを習おうとする方に最適なくハンディータイフ 
パーソナルコンピュータ〉 です。 

このハンディ_パソコンにより、コンピュータの世界を把握し、 BASIC 言語による 

プログラミングを自在に行なうことができます。 

____ __ \ 

この取扱説明書は、計算機の基本的な操作および BASIC 言語の概要について説 
明してあります。ご使用前によくお読みいただき、各機能を十二分にマスター 

の上、ご使用上の注意を守って、末ながくご使用ください。 

_ __ J 

\ _ .一 ___ 

製品裏面の銘板にあります m ( BM マーク）は、電卓の品質向上とアフターサービス体 
制の確立のため、（社）日本事務機械工業会が品質の認定試験基準を定め、これに合 
格した電卓だけに認定の証として許可されるマークです。 
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この計算機は、カシオの高度な電子技術と品質管理のもとで、厳重な検査工程を経 
て、皆様のお手もとに届けられています。 

本機を末ながくご愛用いただくために、次の点にご留意のうえ、お取り扱いください。 

■ご使用上の注意 

♦計算機は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでください。 
また、投げたり落したり等のショックや、急激な温度変化を与えないでください。 
特に、高温の所、湿気やホコリの多い所に放置したり保管することはしないでください。 
なお、温度が低いときは表示の応答速度が遅くなったり、点灯しなくなることが 
ありますが、通常の温度になると正常にもどります。 

•ァ タプター差し込み口には、本機専用のオプ ション 以外は接続しないで ください。 
•計算機の演算中は、、一"を表示し、この間のキー操作は一部キーを除いて無効です 
から、常に表示を確認しながら、確実にキーを押してく ださい。 

•電池は、計算機を使わない場合でも2年に1度は交換してください。 

特に消耗ずみの電池を放置しておきますと、液もれをおこし、故障等の原因にな 
りますので、計算機内には絶対に残しておかないでください。 

修計算機のお手入れは、 シンナー • ベンジン等の揮発性液体をさけ、「乾いた柔らか 
い布」あるいは、「中性洗剤液に浸し固くしぼった布」でおふきください。 

■保証•アフターサービス 

參保証は、別紙の保証書の内容によりますので、よくお読みのうえ、記入事項を確 
認して、大切に保管してください。 

_万一故障したときは 

❶お買い上げ店 ❷カシオ計算機 サービスセンター 

のうち、ご都合のよい所へ、必ず保証書をそえて、ご持参またはご郵送ください。 
この場合、故障内容を具体的にお知らせください。 

春修理依頼される前には、この説明書をもう一度お読みになると共に、電源の状態 
および、プログラムミス、操作ミスがないかをよくお調べください。 

•ご不明の点やご質問、お問い合わせ等は、67ページのカシオ計算機へ直接ご連絡 
ください。 




電源および電池交換について 


本機は、リチウム電池 《 CR -2032》 2個を電源とします。 

コントラストのボリウム （10 ページ参照）を最も濃くなる位置にしても表不が薄く見え 
るときは電池が消耗していますので、早目に下記に示すように電池交換をしてください。 
なお、計算機が正常に使用できても、2年に丨度は必ず電池交換をしてください。 


■電池交換の仕方 

①電源スイッチを切ってから、裏面の2 
個のネジをはずし、裏ブタをはずします。 


② 図の®を押しながら矢印方向にスライ 

ドさせて、電池押さえ板をはずします。 

③ 古い電池を2個とも取り出します。 

/電池ボックスを下に向けて軽くた、 

U こけば簡単にはずれます。 ノ 

④ 新しい電池の表面を乾いた布でよくふ 
いてから ㊉ 側を上にして入れます。 


⑤電池押さえ板を電池を押さえながらス 
ライドさせてとじます。 



オールリセットボタン 


/電池交換後、先の、 
U 田い棒で押しますノ 







⑥裏ブ タをネジ 止めし、電源スイツチを ON にしてからリセツトボタンを先の細い棒 
て寸甲してください。 


※電池は必ず2個とも交換してください。 

※消耗ずみの電池は絶対に火中に投入しないでください。破裂することがあり、非常に危険です。 
※電池の ㊉㊀ は絶対にまちがえないようにしてください。 

電池は、幼児の手のとどかないところに保管してください。 

万一、飲み込んだ場合にはただちに医師と相談してください。 
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各部の名称とそのはたらき 


V 


表示窓- 

モードキー- 
電源スィッチ- 


アダプター差し込み 


口 1 


GOTO 






—シフトキー 


圔 | 




[LiJfcjLDuJLiJCI] _ 

"nrnr^inncz] 011011 qj 问 110 D E|jlD! 

士 — 回 cii c^i!|p 囑 — 


アルファベットキー- 


_ 表示用 

コントラスト 


_ 計算命令キー 


-ェクゼキュートキー 
-置数 キー •小数点 キー 


■各部の名称 

各キーは1つまたは2つの働きを持っています。この働きは、直接押すシフトァ 
ウトモードと、@(シフト）キーに続いて押すシフトインモードにより使いわけます。 
く例〉 

GOSUB -シフトインモード 

N 

/\ -シフトアウトモード 


シフトアウト モー ドでのキーのはたらき 

¢0 [DEL] (STOP) ¢1 

國因回 El 〇回固〇 
SDSCIDECESECI] 回 ® 回 (M) 回 E3 
回 E 回 CEDCUECI]® H][2)[3]q 
■ 画巨 ] e (MjnncExn 
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シフトイン モー ドでのキーのはたらき 


Imode ] 丨 <H R > I 「s 

c^d c£d dz) ciu C±D cil) cizi 

GOSUB FOR TO STEP NEXT GOTO IF THEN PRINJ 
RETURN STOP D|£M |§pc) ( ^- ) 


P7 


P8 

IC = Z ) C=DI 


@ C =) 

P9 > 

P4 P5 P6 < 

CZDCZDCZDCZD 

PI P2 _P3 >： 

( - )CUD ( D CZZD 


Sc = dLEXE _ 


※シフトインモードではアルファべットキーはワンキーコマンドに、数字キーはプログラムエリ 
ァ指定となります。 

★アルファベット キーは、 シフトアウト モードと シフトイン モードの他に拡張モ 
ー ド (_□ と押す。 、、 EXT " 表示）で、英小文字.特殊記号を表示します。 

拡張モードでのシフトアウトモード 

SSSQQECZIQIIS® 

BEEE®EEBED 


拡張モードでのシフトインモード 


( ~3 i - ) f ) t ) ( ) CZD CZZ) CUD CZD l - ) 

% , @ ¥ 〔 〕 & — l — 

牙牙 77 〒〒テ〒〒 □ 

〒 C=D g g ? Cp ワ □□□ 


4 










( D シフトキー 

このキーを押しますと、 シフトインモードとなり （、、tir を表示）、キーボード上の 
シフトイン機能が使えます。（本書では®と記します。） 


[ill モードキー 

計算機の状態および角度単位をあらかじめ指定するとき□回〜回の数字キーと合わ 
せて押します。 

……卞 XT 〃を表示し、披張モードとなり、英小文字•特殊記号が使えます。 
@回…… 、、RUN 〃を表示し、マニュアル計算およびプログラム計算が行なえます。 
…… ''WRT 〃を表示し、プログラムの書き込みおよびチヱ ック、 編集が行なえ 
ます。 

■囵……マ R 〃を表示し、実行トレースが行なえます。（詳しくは43ページ） 

SO …… 1FT が表示している場合は、、 TR 〃が消え、実行トレース機能が解除され 
ます。 

國回…… 、、DEG〃 を表示し、角度の単位を〈度〉に指定します。 

@固…… 、、RAD 〃を表示し、角度の単位を〈ラジアン〉に指定します。 

画回 .、'GRA" を表示し、角度の単位を〈グラジアン〉に指定します。 

BS …… >PRT" を表示し、プリンタ接続時はプリント出力をすることができます。 
函 1 画 、、 PRT" が表示している場合は、、 PRT" が消え、プリント出力が解除されます。 

@巨）カーソルキー 

カーソルの位置を左右に移動したいとき押します。1回押すと一文字分移動し、 
押し続けると自動的にリピートします。 














PSI オールクリヤーキー 

• 表示をすべてクリヤーにしたいとき押します。 

•プログラム実行中に押された場合はプログラムの実行を中止させます。 

•エラーメ ッセージが 表示された場合は、 エラーを 解除するために押します。 
•オート パワー オフ（自動節電機能…12 ページ 參照）が働いて、表示が消えていると 
きに電源をオンにするために押します。 

@デリート/インサートキー 

• カーソルが 点滅している所の入力文字を1文字分削除します。 

•シフトインモードでは、揷入のため1文字分あけるために押します。 


@ストップ キー 

プログラム実行中に押しますと、 、、 STOP " を表示し、一行の区切りでプログラム 
の実行を停止させます。 

実行トレース中で、、 STOP " を表示しているときに押しますと、プログラムエリア 
No . と行番号を表示します。 

■ エ クゼ キュートキー 

• マニュアル計算の答を求めるとき、「=」のかわりに押します。 

•、、WRT" モードでは、プログラムを書き込むときに、行番号ごとの計算機への書 
き込み（記憶）として押します。このキーを押しませんと書き込まれません。 

•、、RUN" モードでは、プログラムの実行中のデータ入力のためや、 、、STOP" 表不 
中にプログラムの実行を継続するために押します。 


| ans | アンサーキー 

マニュァル計算ゃプログラム計算で直前に行なわれた計算結果（答）を呼び戻し 
たいとき押します。 
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置数キー/プログラム No. キー 

• 数値を計算機に入力する（置数する）とき押します。 （3 は小数点の 
位置で押します。 

• シフトインモードでは S 〜 S はプログラム No. の指定となり、プロ 
グラムが書き込まれているときはプログラムが スター トされます。 
•占キーは、シフトインモードではべき乗（が）を求めるとき押しま 
す。 


CaBOB 計算命令キー/比較キー 

•四則演算をするとき、それぞれの位置で押します。 

※〇は'' x "( 乗算)のとき、 D は、(除算)のとき押します。 

•シフトインモードでは、 IF 文中の判断のための比較として書くとき押します。 


E エキスポーネント(指数部置数)/パイキー 

• 指数部を置数するとき、仮数部の置数後に押します。 

く 例〉 2.56 X 1034 — >2,56034 

※指数部は最高±99までで、それ以上は エラーと なります。 

回イコールキー/比較キー 

• 代入文のときや IF 文中の比較(等号)のとき押します。 
•シフトインモードでは、 IF 文中の比較のとき押します。 


2(9]£ 回 P3[3] 

2_P5@P2@ tR 
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アルファベットキー/ワンキーコマンド•キャラクターキー 

•プログラムを書き込むときや、コマンド.関数命令を書くとき、これ等のキー 
を押せばアルファべットが表示されます。@はスペース（空白）を開けるとき押 
します。 

• ci ) 〜 cfa は、シフトインモードでキーパネル上に書かれているキャラクターが表 
示されます。 

• §)〜菌は、シフトインモードでキーパネル上に書かれているワンキーコマンド 
を使うとき押します。 


® 

S3E 

CD®B 

©m® 

E-§® 

Ei 回 ® 

sffis 

±2®© 

®[a® 

ノ (s®® 
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計算数値や答を表示します。それぞれの桁が横 5X 縦7ドットで構成され、数値 
や文字を最大12桁まで表示します。（数字0は0と表示します）式や文が12桁をこえ 
た場合は数字や文字が左に送られ、最大62文字が入力できます。 

カーソルは入力文字が55文字までは、、—"の点滅となり、56文字以上になると、、， 
の点滅となります。 

表示上部の4桁は残りのステツプ数を表示します。 

なお、演算中は上部4桁の一番右に、、一〃が、また、 、、 DEG / ハ、 RAD"GRA 〃の角度単 
位や"キーを押したとき）、 、、 RUir ( RUN モード）、 、 'WRr(WRT モード）、、、 TR" 
(ト レースモー ド）、 、、 PRT"(PRT モード）、 、、STOP 〃などの記号も' それぞれの状態 
のとき表示します。 

籲アルフアベット表示例 



• 記号表示例 


1 ■■...» : :: . B . Bil 

■I 

■■■■> Hill III I ■ 鼸 ■ 麵臞腫 

l ■ ■■ ■ / ■ ■:■■■■■■■■/ 

■ 

■ ■ ■ I 


















計算を 


■コントラスト調整 

表示のコン ト ラス ト （濃度）の調整は、本体右側にある調整 用 ボリウ厶で行ないま 
す0 



矢印方向に回すと表示が濃くなり、反対に回すと薄くなります。これは、電池容 
量による表示の濃淡の調整や、角度による見易さを調整します。 

■増設 RAM パック（別売）について 

本機の RAM エリア（メモリー）は標準で544ステップ、26 メモリーですが、別売の RAM 
パックを増設することにより、最大1,568ステップに増やすことができます。 

この増設された RAM エリアは、標準のエリアと同様に使え、ステップ数の増量や、 
メモリーの増設（ II ページ参照）を行なうことができます。 


♦ RAM パックの取り付■け方 
〈準備〉 

パックを取り扱うときは静電気により内部回路が破壊されることがありますので 
パックを取り扱う前にドアのノブなど、金属物に手を触れて、体にたまつた静電 
気を放電させておいてください。 

く手順〉 

⑴電源を切ります0 (電源スイツチ— OFF ) 


⑵本体裏側のネジを2本ともはずし、裹フ 
夕をはずします。 
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(3) RAM パックについてる止め金を下にさげ 
て、パックを本体のソヶットに入れ、止 
め金を押さえながらスライドさせます。 
《 RAM パックのコネクター部、 PCB パット部に 
は絶対手を触れないでください。 



⑷暴ブタをネジ止めします。 


★ RAM パックを本体に増設したり、取りはずしたりした後は、必ず電源スィッチ 
を入れた後に本体裏面のオールリセットボタンを先の細い棒などで押してくだ 
さい。オールリセットボタンを押さない場合は、メモリー内容が変化したり、 
無意味な表示が表われることがあります。 

★パックのコネクターおよび PCB パット部にゴミ、ホコリ、指絞などがっきます 
と接続不良の原因となりますので、絶体に触れないようにしてください。 
★取りはずしたパックは必ずケースに入れ、ゴミ、ホコリのない所に保管してく 
ださい。 

■メモリーの増設 

メモリー（変数）は通常26メモリーで、そのときのステップ数は544ステップとなり 
ます。 

このメモリーは、標準で最大94個、 RAM パック増設時で最大222個まで増設する 
一とかてきます。一のメモリーの増設は、丨メモリーにつき8ステップの換算で 
プログラムステップをメモリーに交換します。 


メ - 

e リー数 

26 

個 

27 

個 

28 

個 

〜 

46 

個 

〜 

94 

個 

〜 

200 

個 

〜 

222 

個 

プ 

□ 

グ 

ム 

ス 

，ン 

プ 

数 

標準時 

544 

ステツフ 

536 

ステップ 

528 

ステップ 

〜 

384 

ステップ 


0 

ステップ 

〜 

一 


— 

増設時 

1568 

ステップ 

1560 

ステップ 

1552 

ステップ 

〜 

1408 

ステツフ 

- 

1024 

ステップ 

〜 

176 

ステップ 


0 

ステップ 
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メモリーの増設は I 個単位で 、 DEFM コマン ドを使い行ないます。 

く例〉 

30個を増設して56個とします。 

〈操作〉 

モードは RUN モード（画回と押す）または WRT モード （ HOD と押す)で行ないます。 

DEFM 30133 氺氺氺 VAFK 56 

は [ DSIE ]® と押しても®®と押しても同じです。 

現在メモリー数がいくつに設定されているかを確認するときも DEFM コマンドを 
使います。 

く例〉 

メモリ ー 数が合計で56個に設定されています。_ __ 

DEFM 圏 氺氺氺 VAR : 56 

★すでに相当数のプログラムステップが使用されている場合には、書き込みずみ 
のプログラムを保護するために、ステップ数不足となる指定はエラー （ ERR1 … 
ステップ数不足）となります。 

★専用文字変数 （$) は、特別メモリーのため、指定時には数えません。 

■オートパワ—オフ（自動電源 OFF ) 

スイッチの切り忘れによるムダな電力消費を防ぐ自動節電機能で' 操作完了後（プ 
ログラム計算中を除く）約7分で自動的に電源オフになります。 

この場合は、電源スイッチを入れ直すか、 E 3 キーを押せば、再び電源オンになり 
ます。 

※電源オフになってもメモリー内容およびプログラム内容は消えませんが、 角度 指定や 各 モード 
指定 （ 、' WRT \ 、、丁 FT 、 、、 PRT 等）はすべて解除されます。 
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マニュアル 計算および プロ グラム計算の実行は 、、 RUN " モー ド （、、 RUN " 表示 
〇)で行なってください。 

なお、、、〇日已 ㈣ 只八〇ハセ只八クの角度単位は、角度に関係ない計算の場合は何が表 
示されていても関係ありません。 


■ 計算の優先順位 


本機は「計算の優先順位」を計算機自身が判別し、その順位に従って演算を行なぃ 
ます。 


計算の優先順位は次のように定められています。 


① 関数 ( SIN ， COS , TAN 等) 

② べき乗 

③ X , + (* ， /) 

④ + ， 一 


優先順位が同じときは頭から（左から）計 
算します。 

なお、カツコが使用されたときは、カツ 
コ内が最優先されます。 


〈例〉 


2 + 3氺 SIN (17+13.) t 2=2.75 

V_ ① t 


③ 

④ 


■入出力桁数と演算桁数 

本機の入力桁数は仮数部12桁、指数部2桁で、内部演算も仮数部12桁、指数部2桁 
で行なわれます。 

この範囲は1 X 1〇-"〜土 9. 99999999999 X +" および〇です。 

出力桁数は仮数部10桁ですが、指数部が付〈場合は仮数部8桁、指数部2桁となります。 

※関数の答等で、表示桁数 （ 12桁）をこえる場合は〇と小数点および負号を含めて12 
桁まで表示されます。 

〈例〉 

(1 X 10 5 )+7 = 14285.71429 Id ] 507133 「14285.71429 

( 1 X 1 〇 5 ) 7 - 14285 =0.71 42857 11 X 1507014285133 0.7142 8 5 7 
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計算の結果(答）が10 1〇 (100億）以上または10 一 3 未満のときは、自動的に指数表示 
になります。 

く例〉 _ 

1 234567890 X 10=1 2345678900 12 3 4 5 6 7 8 9 0 01 0123 [ 1,2345678 e 10 
( = 1.2345678 X 10 1 °) 指数サィン 

※指数部は、仮数部の後に指数サインと共に表示されます。_ 

1.234^10000=0.0001234 1.234010000® 11,234 e ~04 

( = 1.234 X 10- 4 ) 

■基本的な計算の仕方 

⑴ 計算符号と関数命令 

BASIC に使われる演算符号のうち、四則計算用では、、 +" と、、一'’は一般の計算式 
に使われるものと同じですが、、 X "と、、は、、氺"と、、/"を使います。 

く例〉 

2 + 3—4 X 5+6 という計算式は 
2 + 3— 4氺5/6となります。 

また、本機で使える組込関数は次の通りです。 


関数名 



書式 


三角関数 

sin 

X 

SIN 

X 


cos 

X 

cos 

X 


tan 

X 

TAN 

X 

逆三角関数 

sin -1 

X 

ASN 

X 


cos " 

1 X 

ACS 

X 


tan - 

1 X 

ATN 

X 

平方根 

yr 


SQR 

X 

指数関数 

e x 


EXP 

1 * 

自然対数 

In 

X 

し N 

X 

常用対数 

log 

X 

LOG 

X 

整数化 

INT x 

INT 

X 

整数部除去 

FRAC X 

FRAC X 

絶体値化 

1 X 1 


ABS 

X 
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符号化正数 —1 SGN ズ 
0->0 

負数一 1 

四捨五入「：》：の 10 v を四捨 j RND (x 9 y)^ 

乱数 RAN # 

※円〜口関数は必ず引数を （） でく〈ります。 
★ EXP は指数表の数値を呼び出す命令です。 


■ 直前の計算結果の呼び出し 

マニュアル計算および プログラム 計算実行後の計算結果は、次の計算が実行され 
るまで記憶されています。この結果は®キーにより表示されます。 

く例〉 


741+852=1593 

2431-1593=838 

〈操作〉 

[3 回 ODD 回 OH ) 

閱 

回回回0]〇@ 

团 


741+852 


1593 


2431-1593 


838 


また、計算直後に表示された数値は、そのまま次の計算にも使えます。 
〈例〉 


25.3+13.9=39.2 
39.2 X 7.6=297.92 
固固 EKUDQDOE ] 回® 
00 □ 固 

涵 


39.2 _ 

39.2*7.6 

297.92 
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■ エラー メッセ ー ジ 

数式や代入文が、 BASIC 言語の記法上正しくないときや、計算機が計算範囲をこ 
えて使用されると、実行時に エラーと なり、 エラーメッセージが 表示されます。 
べき乗け t ?/) 計算の場合は、ズく〇でも？/が整数であればエラーメツセージは表 
示されません。 


このエラーメッセージはマニュアル 計算中は 


ERR 2 _ (構文エラー） 

ERR 3 (数学的エラー） 


プログラム計算中は 

ERR 2 P 0-10 


ERR 3 P 2 — 30 


P 0 のプログラムの〗0行目に 
.構文エラー発生 
•P 2のブログラムの30行目に 
数学的エラー発生 


と表示されます。（エラーメッセージの意味は62ページを参照してください） 
※演算結果が ±9.99999999999X10+" をこえた場合はオーバーフローとなり、エ 
ラ—メッセージ （ERR3) が表示されます。また、 1.0 X 10— 99 未満のときはアンダ 


ーフローとなり、演算結果は0となります。 


■ キー操作 

マニュアル 計算の場合でも、プログラム計算およびプログラムの書き込みの場合 
でも、キー操作は次のように行ないます。 

(1) キー入力 

籲アルファベット（英文字）入力 

く例〉 AB ◦を入力する 0 _ _ 

〈操作〉囚囡回 ABC _ 

く例〉 SIN を入力する。 _ _ 

〈操作〉囡(3® SIN __ 

參数字入力 

く例〉123を入力する。 _ 

く操作〉 mtasi 1123 _ 

く例〉 96. 3を入力する。 _ 

〈操作〉回回 CUE ) 96.3 _ 
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♦記号入力 

く例〉$#?を入力する。 
〈操作〉囫 cfcS&Si 

〈例〉 @¥ n を入力する。 
〈操作〉 BH …（拡張モード指定) 
画 1 P 画™画™ 

H 0 ……（拡張モード解除) 


$#? 


I 一披張モード 


@¥H 


@¥n 


* 指数付数値の入力 
く例〉 7.896 X 10 15 を入力す る。 

〈操作〉 EB 回回回 EQ ] 固 P 7.896 E 1 5 

〈例〉 一2.369 X 1 〇— 45 を入力す る。 

〈操作〉 OtDIZKl ] 回回 EO 回固 | 一 2.369 e - 45 


⑵入力内容の変更(訂正、削除、挿入) 


癱訂正 

訂正は、訂正したい箇所にカーソルを移動し（回回を使う）、その位置で新し〈訂 


正したい文字や数字.記号のキーを押します。 
〈例〉 '' A $" を 、 X B $" に訂正する。 

く操作〉カーソルを左に2文字分移動させる。 

〇回 

E キーを押す。 

〈例〉 、、 LIST " を " RUN " に言丁正する。 

く操作〉カーソルを左に4文字分移動させる。 

回回回回 

EEHSS または！^ Iffi と押す。 
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SIIN 


SUN 


SIN 


X , Y - 


INPUT X，Y 


INPUT Y 


»削除 

削除は、削除したい箇所にカーソルを移動させ、@キーを押します。 

1 回押すごとに1文字分削除され、削除された文字分だけ左につめられます C 
く例〉 N ' SIIN /, と書いたものから、 V を1文字 
分削除する。 

〈操作〉 カーソルを2 文字分移動させる。 

回回 

@を押す。 

く例 〉 、、INPUT X , Y " から、、 X ,’，を削除する。 

〈操作〉力ーソルを3文字分左に移動させる。 

回回回 

0 ® と押して2文字分削除する。 

•挿入 

挿入は、揷入したい箇所の右の文字に力ーソルを移動させ、その位置でと押 
せば1文字分あきますので、その箇所に揷入したい文字や数字•記号のキーを押し 
ます。 

く例〉、、丁 = A $々 と書いたものを 、、 T $ = A $" __ 

と直す。 

〈操作〉力ーソルを左に3文字分移動させる。 

回回回 

と押して、1文字分あける。 

挿入したい文字と押す。 

く 例 J > 、、PRINT X "を 、、PRINT SIN X "に直 

す 。 

く 操作〉 カーソルを 左に1文字移動させます。 

回 

、、 SIN " を入れるために3文字分あける。 

囫 

sxos と押す。 

以上が入力内容の変更の方法です。 


T = A $ 


T = A $ 


T$=A$ 


PRINT X 


PRINT X 


PRINT _ X 


PRINT SINX 
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■ マニュアル計算とは 

フログラムとして計算式を記憶させて、計算機に自動的に計算させる のでは なく、 
数式の右辺の計算を左辺に代入したり、計算式を手計算により行なったり、変数 
の内容を呼び出したりする操作を行なうことをマニュアル計算と呼びます 


■マニュアル計算の操作方法 


•四則 計算は 完全数式通りに、 DDO ( x ) D ( + ) と团（=)を使し、ます。 
圏キーは計算 結果を求める キーで、、、 =々の 働きをし ます 

〈例〉 12+36-9 X 5+4=36.75 

〈操作〉 QUODS ] 回〇回〇固〇回 12+36-9氺5/4 

圈 36.75 


春関数計算は四則計算を含めて完全数式通りで、関数コマンドの後にデ ー タを書 4 
込みます。 

く 例 〉 log 1.23=0.0899051114 

〈操作〉 LOG 1.23 ( TogIT^T 

■ 0.0899051114 

※アルファベツトと数字はこの説明書では枠をはずして記します。 

例： amismm 固 d 回 [ sas -> siN ® 占 1 5 n 8 @占囤 


⑩メモリー計算などのように、数値や計算結果を記憶させたり、合計を とる 場合に 
は変数を使います。この変数は英文字 ( A , 巳，〜 Z ) または英文字と数字(〇,1，2,〜 9) 
を組み合わせたもの（配列として用いた場合）を使い、記憶用の メモリーの 働きを 
します。 

変数に数値や計算結果を入れるには、代入式を使います 


〈例〉 1234 を変数 A に記 億させる。 
〈操作〉 AS 1234 

閱 


A = 1234 
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〈例〉 23 X 56 の答を変数 K に加える。___ 

〈操作〉 KSKE 3 23056 K = K +23*56 _ 

■ ___ 

この方法は、プログラム中の代入文と同じ操作をマニュアルで行なう方法です。 
※■キーを 押す前の訂正はカーソルを訂正箇所に合わせ、正しいキーを押します。 
(17 ページ参照） 

※表示全部を消す場合は0を押します。 


■ マニュアル計算例 


基本計算の仕方 


加減乗除計算 

く 例〉23十 4.5 —53=—25.5 
〈操作〉 23 D 4.5 D 53® 

く 例〉 56 X (— 12) + ( - 2.5)=268.8 

〈操作〉 560® iB 1 2® dDD @ iB 2.5® i ® 

く例〉1 2369 X 7532 X 741 03=6.9036806 X 1〇 12 

(=6903680600000) 

〈操作〉 1236907532074103回 



く例〉 1.23+90+45.6=2.9970760 Xl 0- 4 

(-0.00029970760) 

〈操作〉1.23090045 .60 


2.9970760 e - 04 


※答が10 1〇 (100億）以上および10 _3 (0.001)未満のときは指数表示となります。 


〈例〉 7 X 8+4 X 5=76 _ 

く操作〉 708 D 4 H 5 囲 /6 _ 

く例〉 12 + (2.4Xl0 5 )-f 42.6-78X36.9=2767.602817 _ 

〈操作〉1 2 E 32.4 E 5 Q 42.607803 6.9 E [2767. 602817 
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♦メモリー計算 

く 例〉 12 X 45=540 
12 X 31=372 
75+12=6.25 


〈操作〉 AS 12囲 

AC 145 囤 
AC 13 棚 
75 DA 趣 

く 例〉23+9=32 
53—6=47 
— )45 X 2=90 
99+3=33 
合計22 

く操作〉 M 回 23 D 9 E 3 


540 

372 

6.25 


M 回 MD53B6 团 
MSM0450 2E3 
MSMC399D3 圏 
M 囤 

※この操作方法ですと各々の計算結果がわかり 
きは次の方法で行ないます。 

23□删 
MSSISi 

53 B 6 回 
M 回 MD@E3 
45021333 
M 因 

99 D 3 四 
M(=]MD@IS3 
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関数計算の仕方 

•三角関数 ( sin , cos , tan )、 逆三角関数 ( sin - 1 , gos 一 1 , tan - 1 ) 

三角•逆三角数を使うときは、必ず角度単位の指定を行なってください。 
(角度単位を変更しない場合は、新たに行なう必要はありません）。 

EXP(e ) は連続計算の中ではご使用になれません。 

また、マルチステートメント文でもご使用になれません。 


く 例〉 sin 12.3456° =0.21 38079201 _ 

〈操作〉 B 回 — ^DEG" 0.213807 9201 

SIN 12.3456 回 


く 例〉 2*sin45°Xcos65.r=0. 5954345575 
〈操作〉 2nSIN45OC0S65.1E3 
く 例〉 sin' 1 0.5=30° 

〈操作〉 ASN 0.5E 
〈例〉 COS (号 rad) =0.5 
〈操作〉國固— "RAD" 

COS 画 3 

く 例〉 cos- 1 -^-=0.7853981634rad 
〈操作〉 ACS®iSQR 2n2@iE3 
〈例〉 tan( —35gra) = —0.612800788 


0.5954345575 


30 


0.5 


0.7853981634 


く操作〉■回— ''GRA" 

TAND350 

対数関数 （log,In)、 指数関数 （e，W) 

く例〉 log 1 . 23 ( == log 10 1 .23)=0.089905 1114 
〈操作〉 LOG 1. 23133 
く 例〉 In 90 ( = log e 90 )=4.49980967 
く操作〉 LN90Ea 
く 例〉 e =2.718281828 


-0.612800788 


0.0899051114 


4.49980967 


(この関数は指数表の数値を呼び出す命令^す)_ 

〈操作〉 EXP1E3 [ 2.718281828 
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く 例〉10 123 =16.98243652 

(常用対数 1.23 の真数を求める） _ 

〈操作〉10@占1.23113 f 16.98243652 

く 例〉 5.6 2 * 3 =52.58143837 

〈操作〉 5.6@ A 2.3 B 3 52.58143837 

〈例 〉123 7 (=^) = 1.988647795 

〈操作〉1 23@( i @( i 1 D 7 @ciEB 1 .988647795 

※ べき乗 （ it 女 ) 計算の x の値はズ > 〇です。 

く 例〉 log sin40° + log cos35° = - 0.278567983 


その真数は . 0.5265407845 (sin 40° X cos 35° の対数計算) 

〈操作〉_回— NN DEG ,/ 


LOG SIN 4063 LOG COS 35 BS 

-0.278567983 

10@c^@I33 

0.5265407845 

•その他の関数（厂 、 SGNs RAN #、 RND 、 ABS 、 INT 、 FRAC ) 

く 例〉 ^+^"=3.65028154 

く操作 〉 SQR 2 HSQR 5 E 3 

3.65028154 

く例〉正数であれば、 、 r を、負数であれば、、一 r を、〇であれば、、〇"を与える。 

く操作 〉 SGN 6团 

1 

SGN 0 画 

0 

SGNB 2 囲 

一1 

〈例〉乱数発生 （0 く RAN # <1の擬似乱数） 


〈操作〉 RAN 囫 

0.7903739076 

〈例〉 12.3X4.56 の答を 10— 2 の位で四捨五入する。 

12.3X4.56=56.088 

〈操作〉 RND 囫 i 12*3 O 4*56® aO 2@ i 0 

^RNDU, y) のときの匁は | 2 /|< 1 〇〇 

56.1 

〈例〉 1—78.9+5.61=14.08928571 


〈操作〉 ABS ® iB 78-9 H 5-6 ®iSa 

14.08928571 
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く例〉 f の整数部は… - 81 

〈操作〉 INT@i7800D96@ciE3 上丄 _ 

※この関数は元の数値をこえない最大の整数を求めます。 
く例〉 ■ Z | Q ■の小数部は…… 0.25 
〈操作〉 FRAC 囫占 7800D96 囫 ciE3 0.25 


* 有効桁数指定、小数以下指定 

有効桁数と小数以下の指定は " SET " コマンドにより行ないます。 

有効桁数指定…… SET E n (n=0 〜 8) 

小数以下指定…… SET F n (n=0 〜 9) 

指定解除 . SET N 

※マニュアル計算での有効桁数指定の場合の 、、 SET E 0" は8桁指定となります。 


※指定を行なうと、指定桁の下1桁目を四捨五入して表示します。 
なお、計算機内部やメモリー内にはもとの数値が残っています。 
く 例〉 100+6=16.66666666 …… 

〈操作 〉 SET E 4 0 (有効桁数4桁指定） 


1 00D6SS 

く 例〉 123+7=17.57142857 …… 

〈操作 〉 SET F 2 回（小数以下2桁指定) 

123D7 囲 

く 例〉 1+3=0.3333333333 …… 

〈操作 〉 SET N m (指定解除） 

1D3 晒 
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■配列 


配列は一次元配列が使え、 a (/) とか B ( y ) のように添字が付いた形で使われます。 
この配列は通常の 26 メモリーと増設メモリーを使いますので、次の配列の取り方 
に注意してください。 

A = A (0) 

B = A ( 1)= B (0) 

C = A (2)= B (1)= C (0) 

D = A (3)= B (2)= C (1)= D (0) 

E = A (4)= B (3)= C (2)= D ( 1)= E (0) 


Y = A (24)= B (23)= C (22).= Y (0) 

Z = A (25)= B (24)=.= Y (1)= Z (0) 

( A (26)= B (25)=.= Y (2)= Z (1) 

il A (27)= B (26)=. =Y (3)= Z (2) 

モ 1 丨 


A (93)= B (92)=.= Y (69)= Z (68) 

このように配列を使う場合は、配列の引数により同じメモリーになることがあり 
ますので、同ープログラム中で同じメモリーを使わないようにして〈ださい 
〈例〉 

同時に使える . A 、 B 、 C 、 F (0)、 F (9) 

同時に使えない…… F 、 G 、 A (5)、 A (6) 

1 —— t— 1 _| 

なお、配列の大きさによってメモリーの増設は正確に行なってください。 
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圈プ□ヴラムのあらまし 

プログラム計算とは ① 実行したい計算内容をプログラミングし、 ② プログラムと 
したものを計算機に憶えさせ、③そのプログラムを使ってデータを入力するだけ 
で自動的に答を求める方法です。 

■プログラミングの基本 

与えられた問題をコンピュータを用いて処理するために必要な、プロクラミンク 
という概念とプログラミングの手順について検討してみます。 

籲プログラムとプログラミング 

コンピュータ利用者が、コンピュータを使って問題を処理させる場合に、コンヒ 
ュータが理解で き る言葉で書かれている指令書を作成します。この指令書をフロ 
グラムと言い、指令書を作成することをプログラミングといいます。 

參プログラムとは？ 

プログラムを作るためには、色々な文法や規則がありますが、その詳しい説明は 
後で述べるとして、まず、プログラムというものがどのようなもので、どのよつ 
な形をしているかを簡単な基本的プログラムを例にして見てみましよう。 



コマンドオペランド 

| | 


10 

1 1 

INPUT A,B 

-入力文 

20 

C = A + B 

—— 演算文 

30 

PRINT C 

-出力文 


上記プログラムが基本的プログラムで、入力文、演算文、出力文および行番号で 
構成されています。すなわち、データを入力する入力文。そのデータに従い演算 
等の処理を行なう演算文。実行の結果を出力する出力文、そして、それぞれの行 
の頭には行番号が付けられています。この演算文が—つだけでなく複数回行なわ 
れたり、判断文が加えられたりして長い複雑な演算を行なうプログラムになるわ 
けで、基本はまったく同じです。 

また 一行の中にも行番号に続いて特別な意味を持った英文字から成る単語であ 
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り、次に何をするか計算機に命令する「コマンド」とそのコマンドに必要な情報を 
示す文字列である「オペランド」が続いて書かれています。 

以上がプログラムというものであり、基本的な形です。 


♦ステップ数の数え方 

ステップ数は1機能1ステップで、プログラムに使うコマンドや関数命令も1つの命 
令(機能）で1ステップとなります。行番号は1〜9999までの数値で、何桁であっても 
2ステップとなります。オペランドのような文字列や print 文に続くキャラクター 
も1文字1ステップとなります。 

以上のようにプログラムステップは数えますが、この他に行区切り （ E 0 キーを押 
して記憶させたとき）として1ステップ必要とします。 


〈例〉 1 INPUT A . 

\ 一一/ / v / 

2 1 | 

. 5ステップ 

10 B = SIN A …… .. 

\ _ J V /V /\ / \ / 

.. 7ステッフ 

2 111 | 


100 PRINT 、' B —〃； B 

' - f ' - ' 、 - ! \ __! \ t 

. 10ステップ 


計22ステップ 

囹ブ□グラムの基本 


■定数と変数 

BASIC で使用できる文字は英大文字 ( A ，巳，〜 Z ) と数字(0,1,2…… 9) および若干の 
特殊文字(記号等）です。 

♦定数 

プログラム中で使われる一定の数であり、直接その数値をプログラム中に書き込 
むものを定数といいます。 

例 S = ； zr 2 では . S 二; r * Rf 2 となり、2が定数です。 

♦変数 

プログラム中で使われる数値だが、実行中にキーボード上から入力したり、演笛 
結果を実行中に代入するために初めからわからないような場合に使われまナ 
変数は英大文字1文字 ( A ， B ， C 〜 Z ) または、英大文字1文字に、、 $" をつけたもの 
(文字変数）であり、この範囲内で任意に選べます。 
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例 s =^ r 2 では . S =7 T * Rt 2 となり、 R が変数です。 

例 丫 = 2 木 Xt 2 + 3 氺 X + 4 

変数 定数 変数 定数 定数 変数 定数 

すなわち、数学で使う代数が、、変数"であり、定数が、、定数〃です。 

また、上記の他に文字定数と文字変数があります。 

文字定数は直接書き込む文字列であり 、、 ABC ",、、 END " のように引用符でかこま 
れた文字のつづりです。文字変数は数値ではなく文字列が入る変数で、その都度 
文字列を与えられ内容が変わります。 

なお、文字列とは、、123"のように引用符でかこまれた文字であり数値ではありま 
せん。つまり、、、123"というのは1と2と3が続けて書かれているだけで、、、八 BC " と 
同じものと考えられます。文字変数は一般変数 ( A ， B ， X ， 丫等）に$(ドル）マークを 
付けたもので、この範囲内で任意に選べます。 

例 A$,B$,C$,X$ ， Y$ 

文字変数同士の比較や加算はできますが、他の演算(減•乗•除算など）はでき 
ません。 

例 A$= 、 '123" ， B$= 、、456"ですと 

C$ = A$ + B $ (C$=B$+A$ では \ 

により C $ は、、12345 6" となります。 lc $= 、、45612 3" どなります。) 

この文字変数内には7文字までの文字列を入れることができます。 

また、この文字変数の他に専用文字変数があります。専用文字変数は*で表わ 
され、文字列を30文字分入れることができます。 

例 $= 、、 1234567890 ABCDEFG" 

この専用文字変数は後で述べる文字関数 (MID 関数）が使えますので、他の文字変 
数より便利な使い方ができます。 

★ 数値変数と文字変数は 1 つの英文字に対してどちらかしか使えません。 

数値変数 A 5 同時には使えない 

これは、数値変数も文字変数も同じメモリ—を使うため、同時に使うことはで 
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きません。 












■代入文 

BASIC の代入文は、 

変数=数式 の形でできています。 

巳 ASIC の代入文では、右辺の算術演算子 （+ , —，氺， /) を含む式を数式といいま 
す 。 

例 Y =2 氺 X +3 では、 

右辺の、、2 氺 X + 3〃 が数式です。 

そして、この、、=："は 、、等しい" という意味ではなく、 、、代入する" という意味で 
す 。 

例 Y =2 氺 X +3 では、 

左辺が変数であり右辺が数式です。 

すなわち、普通の数学でいう 「左辺 ( Y ) と右辺 （ 2 氺 X +3) が等しい」 という 
意味ではなく、 「左辺 ( Y ) に右辺 （2 氺 X +3) の演算結果を入れよ」 という意 
味です （Y = 2 *X + 3 は Y — 2 *X + 3 と考えるとわかりやすい）。 

囹ブ□グラムの書き込みと実行 
■ プログラムの 書き込み 

プログラムを計算機の記憶装置に記憶させることを、「プログラムの書き込み」と 
いいます。 

この操作はキーボード上からキー入力により次の手順で行ないます。 

1. WRT モードの指定 

2 . プログラムエリアの指定 

3. 行単位でのプログラムの入力（書き込み） 

プログラムエリアは PO . PhP ?,.. P 9 まで10分割でき、プログラムはこのプ 

ログラムエリアのいずれかに書き込まれます。 

(1) WRT モードの指定 

プログラムの書き込みは WRT モードで行ないますので、 g [ T ) 

とす甲して 、 'WR~T を点灯させます。 

( 2 ) プログラムエリアの指定 

プログラムエリアの指定は @ キ—に 続いて 圆、 m 、 〜回の数字キーを押しま 丈 
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⑶ 


@@ — P0 
@0 — > p 1 
®iH — P 2 

(wt)E1-> P3 


®|P5|-> P5 
画 P 6 
画 0— P 7 
画國 — P 8 


画國 — P 4 P 9 

プログラムの入力（書き込み） 

プログラムの書き込みは行単位で行ない、行番号を含めて62文字以内に書き 


込み、最後に E 3 キーを押します。 

★ S 3 キーの 役割 

圈キーは、プログラムの 書き込み、 データ 入力、 マニュアル 計算の結果を求 


めるとき押します。 

プログラムの書き込みでは、行単位のキー入力後に■キーを押してはじめて 
計算機に記憶されますので、プログラムの書き込みや書き込まれているプロ 
グラムの内容の変更、追加、削除等は すべて 最後に■キーを押します。表示 
上の内容を変更しても■キーを押さなければ、書き込まれている内容の変更 


は行なわれません。 

〈例〉次のプログラムを P 0 に書き込む。 

10 INPUT A,B 
20 V = A+B 
30 W = A-B 
40 PRINT V f W 
50 END 


〈操作〉 

① WRT モードを指定します。 
HU ] 


残 0 r ソプ数 


WRT 5 4 4 

P :0 123456789 


害き込まれて 

現在指定色いないプログラ 
れているプ — / T II T 7 
ログラムエフムエリァ 

リアが点滅 
します 

※この表示はメモリー数や書き込まれ 
ているプログラム量により異なります。 
※書き込まれているプログラムエリア 
はエリア No . が表示されません。 
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②プログラムエリア p 0を指定し 

ます。 


I — P — 


；0 123456789 


③前に書き込んだプログラムが残 
つているときは、それをクリヤ 
一します。 

(書き込まれていない場合は省 
略可） 

CLEARE 3 


wrt 544 

P 0 123456789 


④10行目を書き込みます。 

10 ulNPUTuA f B m 

T i t 

_ 必ず行の区切りごと 

に押してください。 

1文字分スペースをあける意味 
(省略可） 


wrt 537 

10 INPUT A 丄 B 


⑤20行目を書き込みます。 

20 uV 回 ADB 四 

⑧30行目を書き込みます。 

30l_jW[=)AHB m 

⑦ 40行目を書き込みます。 

40 uPRINTuV , WE 3 

⑧ 50行目を書き込みます。 

50uEND 觀 



•プログラムを終了させる時には、 、、 ei \| D " コマンドを書き込みます。上記のような 
プログラムでは省略してもかまいませんが、 GOTO 文や GOSUB 文を使う場合には 
終了する所をはっきりさせるために必ず書き込みます。 

參行番号とコマンド、コマンドとオペランドの間を1文字分あけるのは、表示上で 
見やす い 形式にするためにあけ ている だけで、巳 ASIC 言語では PRINT 文等のメッ 
セージ以外では特別の意味を持たない ので 省略できます。 
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•ここでは行番号を 10 刻みで入れています〇 1 〜 9999 の範囲内で任意に選べますが、 
後からの追加.挿入を考えて10刻みにした方が便利です。 

なお、プログラムの実行は数値の小さい方から順に行なわれますので、実行した 
い順に行番号を付けてください。 

參1つのプログラムエリア内のプログラムをクリヤーするには NV CLEAR // コマンド 
を使いましたが 、 P 0 〜 P 9までの全部のプログラムをクリヤーするには 、、CLEA 
R A " コマン ドをイ吏います0 


■ プログラムの実行 

プログラムの実行は RUN モード（國回と押す…… 、、 RUN " 点灯）で行ないます。 
書き込んだプログラムを実行させるには2つの方法があります。 

(1) プログラムの実行方法 
①プログラム エリ アの指定による実行 

この方法はプロ グラムエリ アの指定と同時に実行を開始します。 



〔@に続いて画〜0のいずれか1つを押します〕 


ISJ 

く例〉前例のプログラムをスタ—卜させます 0 _厂 RUN モード（以下略）_ 

RUN 

〈操作〉@@ ?_ 

※この、、？〃 は最初に INPUT 文が書き 
込まれているからです。 


② RUN コマンド による実行 

RUNES 〔、、 RUN " は！！] OH ] と押しても 
とネ甲しても同じです〕 

※前例に続いて行なう場合のよう に、ブ が表示され、入力待ち状態のときは田 


でも解除されませんので、_圆と操作後、②の操作を行ないます。 

また途中から実行させたい場合は 、、 RUN " コマンド後に行番号を置数して ■ 


キーを 押します。 


〈例〉20行目からスタートさせます。 

〈操作〉 RUN 20133 
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★①の方法では実行させたいプログラムエリアに設定されていなくても かまいま 
せんが、②の方法では実行させたいプログラムエリアに設定されていなければ 
なりません。（プログラムエリアが異なる場合は、そのプログラムエリアに書き 
込まれているプログラムが実行されます。） 


(2) プログラムの実行時におけるキー入力 

フログラムの実行中に行なわれるキー入力は、 INPUT 文によるものと KEY 関数 
によるものがあります。 KEY 関数によるキー入力は 1 キーだけの入力ですが、 
キー入力のない場合でも実行は継続されます。 

INPUT 文によるキー入力は、、？ " マークが表示され、入力待ちの状態で停止しま 
すので、データ入力後の 囤 キーにより実行開始となります。 

く例〉 

前例の P 0 に書き込まれているプログラムを実行する。 

く操作〉 

♦プログラムを実行させます。 

• このプログラムでは2つの変数を入 
力しますので、まず変数 A の値を入 
力します。 

47123 

♦次に変数 B の値を入力します。 

6 9 园 

yyn 

このように、 INPUT 文による実行中のキー入力は、 

データ囲 

というように、データを入力させます。 

また、 INPUT 文により入力待ちの状態のときに、マニュアル計算等の他の操作が 
行なえます。 

なお、入力待ち状態のとき に プログラムの実行を中止したいときは画固と 押せば 
中止となります。 


116 


-22 
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圈フ□グラムの編集 

•プログラムの編集とは、プログラムを論理上正しく、実行可能なものとするため 
に、行単位で変更•追加•削除をしたり、行番号のつけ直しをすることです。 
♦プログラムの編集は LIST コマンドにより行ごとに呼び出して行ないます。 

• LIST コマンドは RUN モー ドと WRT モー ドの両方で使えますが 、 RUN モードで 使う 
場合はプログラム内容の表示となり 、 WRT モードで 使う場合はプログラムの編集 
となります。 


(1 )RUN モードにおけるプログラムリストの表示 


〈操作〉 


LISTSS 

( LIST は smilll または 

®S) 


10 INPUT A f B 約 2 秒間表示されます。（以下同じ） 

20 V=A+B — _ 

30 W=A-B _ _ 

40 PRINT V,W _ 

50 END 

READY P0 


なお、最初からのリストが必要でない場合は行番号を指定します。 


30行目以降をリストするには 


く操作〉 LIST 30 m 


30 W=A — B 一 
40 PRINT V f W 
50 END 一 
READY P0 


※し旧丁コマンド実行中は順番に最後まで表示されますので、停止させたい場合は 


@キーを 押します。 

また、停止した LIST コマンドを続行させるときは Ei キーを押します。 


(2 )WRT モードにおけるプログラムの変更•追加•削除 
國0]と押して 、、 WRT " モードを指定します0 
①変 更 

list コマンド により指定された行番号から回キーを押すごとに一行づつ表示 
されます。 

また指定された行番号が省略された場合は最初の行より順に表示されます。 
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a —部変更 


〈例〉前例の20行目の、、 +" を、、氺"に変更する。 

〈操作〉 

參プログラムエリアが PO に指定していない場合は、 PO に指定します。 

S3 

參 LIST コマンドにより ZOfi 1 目を呼び 
出します。 

LIST 20 E 3 20 V = A + B :° 

♦カーソルを動かし、変更したい箇所 
へ +" に合わせます。 

回回 120 V=A 土 B _ 

※カーソル移動キー（回回）は約1秒以上押し続けますと、早送りができます。 
♦変更箇所を直します。 

Um 130 W=A - B 一 _ 

※■キーは必ず押してください。押さない場合は表示上のみの変更となり、書き 
込まれているプログラム内容は変更されません。 


P ,-123456789 


〇け 〆 

T 


点滅は書き込まれ ていて、 
るプログラムエリアです。 


現在指定されてい 


• このままですと30行目の変更となりますので、クリヤーして変更を終了 させ まォ 
Q3 sTo - 

※変更の必要ない行での他の キー 操作は、その行への書き込みとなります ので 团、 
B 3 以外は押さないでください。 


♦変更を確かめる意味でリストを見ます。 


_回 

L 1 ST ■ 


READY P 0 _ 

10 INPUT A，B 
20 V = A 氺 B 
30 W = A-B 
40 PRINT V,W 
50 END 
READY P 0 
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b —行全部の変更 

変更する行番号と同じ行番号を入力します。（これにより、前に入力されていた 
行番号がクリヤーされます。） 

〈例〉30行目の 、、 V \/= A — B " を 、、 W = V /2" に変更する。_ 

〈操作〉 H0D P ま123456789 _ 

•新しく 30行目を書き込みます0__ _ 

30 UWSVD 2 回 30 W = V /2 __ 

• プログラムリストを確認します0 _ 

@囵 
LIST® 


② ii 加 

行単位の追加は新たに追加したい行と行の間の番号をつけて書き込みます。 
〈例〉前例のプログラムの 30 行目と 40 行目の間に、、 U = \ /氺 2 " を追加 U 40 行目 

を VN PRINT V , W , LT に変更する0 _ _ _ 

〈操作〉 BQ ] |_P -,123456789__ 

• 30 行目と 40 行目の間に入れるため、 

行番号 35 で入力する0 __ 

35 ljU [=] V 02 IS 3 3 5 U=V 氺 2 __ 

※30 行目と 40 行目の間であれば 31 〜 39 の範囲内で任意に選べます。 

♦ 40 行目を変更するために LIST 文で 
呼び出し、 、、, U 〃 を追加する。 

LIST 40 m 
回® d=)U 囤 
田 


40 PRINT V,W 


50 END 


READY P 0 
10 INPUT A,B 

20 V = A 氺 B 

30 W = V /2 
40 PRINT V,W 

50 END _ 

1 READY P 0 
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_ 追加されたプログラムを確認するた 


めにリストを見る。 

HO 

LIST m 


READY P 0 一 

10 INPUT A.B 

20 V = A 氺 B 

30 W = V /2 

35 U = V 氺 2 

40 PRINT V.W 

PRINT V , W.U 

50 END 

READY P 0 


③削 除 


a 一部削除 

〈例〉前例の 40 行目から 、 'V ,〃 を削除 
する。 

| P ,^123456789 

♦一部変更の方法と同様に、 40 行目を 


LIST 文で呼び出す。 

LIST 40 m 

•カーソルを動かし、削除したい箇所 
の、、 V" に合わせる。 

回回 

春®キーにより 、、 v ; を削除する。 

团 

※この BS キーを 押さなければ、 プロ 


40 PRINT V f W 


40 PRINT V,W 


40 PRINT W,IJ 
50 END 


グラム内容は変わりません。 

※この ES は、 50 行目の変更状態を解 
除するために必ず押します。 












































♦削除された箇所を確認するために、 


リストを見る。 
H 回 

LIST m 


READY P 0 
10 INPUT A,B 
20 V = A 氺 B _ 

30 W = V /2 _ 

35 U = V 氺 2 _ 

40 PRINT W^U 
50 END — 
READY P 0 


b —行全部の削除 
削除したい行番号と同じ行番号だ 
けを入力すれば、その行が全部ク 
リヤーされます。 

く例〉30行目を削除する。 _ 

〈操作 〉 BID 1 P -朵123456789 

• 削除したい行番号、、 30" を入力する。 _ _ 

30回 

•-削除された箇所を確認する。 

_回 

L 1 ST 回 


35 U = V *2 _ 

40 PRINT W f U 
50 END _ 

READY P 0 


READY _ P 0 _ 

10 INPUT A,B 
20 V = A ホ B 
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④行番号のつけ直し 
〈例〉以下のプログラムが P 2に書 
き込まれています。 

10 INPUT N 
20 M=N 氺 N 
30 L = SQR N 
40 PRINT M,L 
50 END 

20 行目を 30 行目と 40 行目の間に移動 
させる。 

く操作〉 BH] _P —1_ ニト 3456 789 

• LIST コマンドにより 20 行目を呼び 
出します。 

LIST 20 m 20 M = N*N _ 

•カーソルを動かし、行番号、 x 20 〃の、、 2 " 

に合わせる。 

回回因回 [§] 回回〇 ^20 M = N > I< 7 N 

• 20 を 35 に変更して入力します。 _ 

35 m [30 l = sqr 71 n 

• 変更終了のため ES を押して変更命令 
を解除します。 

B3 471 

參プログラム内容がどのように変更さ 
れたかを、リストします 
_圆 

L 1 ST ■ 


READY P 2 — 

10 INPUT N — 

20 M = N 氺 N 
30 L=SQR N — 

35 M = N 氺 N — 

40 PRINT M,L 
50 END 


READY P 2 
































•このままでは20 行目にあった内容が 


30行目と40行目の間に移動しました 
が、まだ20行目にも残っていますの 
で、不必要な行を削除します。 

BID 

20 m 

♦これで行番号のつけ直しは終了です 
ので、リストで確認します。 

國回 

L 1 ST S 3 


P 1.3456789 


READY P 2 


10 INPUT N 


30 L=SQR N 


35 M=N 氺 N 


40 PRINT M,L 


50 END 


READY P 2 


圈プ□ブラムのデバツヴ 


(1) プログラムのデバツグ体系 

本機のデバッグ体系は、机上デバッグと表示をとおしての会話型デバッグに大 
別されます。 


a. 全体的デバッグ 

プログラムの論理構造のチェック 


デバッグ体系 


I . 机上デバッグ 

b . 部分的デバッグ 

プログラムの行単位のチェック 
II . 表示をとおしての会話型デバッグ 

表示をとおして、プログラムの実行 
の流れや BASIC 言語記法上誤りがな 
いかどうかの計算機による_動チェ 
ック機構を利用してのチェック 
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机上デバツグはプログラミングのときに行なわれますので、ここでは表不をとお 
しての会話型デバツグについて説明します。 


















(2) 会話型デバッグ 

フロクフムの 実ィ了 段階で発生す るエフ ー は表不窓 に エラ ー メッセ ー ジが表示さ 
れます。この エラーは 行単位で示され、 BASIC 言語 上 どのような エラー である 
かが指示されますので、表示に表示された エラーメッセージに基づき、 表示を 
とおして会話しながらマニュアルでデバッグ処理を行ないます 
なお、 エラーメッセージの 意味は62 ページの 「エラー メッ セージー覧表, を ご 
覧ください。 

〈例〉 


10 INPUT X 

20 IF Xi 0 ；PRINT VN X <0" ： GOTO 10 
30 Y = Xt 2 + 3 氺 X +15 
40 PRINT Y 
50 END 

このプログラムの 20 行目はベ 
き乗計算の入力範囲の判断で、 

ズ客〇のときは10行目の入力文 
に戻ります。 

このプログラムの30行目を 
30 Y = Xt 2 + 3 X +15 

と誤って書き込んでしまった場合。 

〈操作〉 

•このプログラムを実行させると、1〇行目の INPUT 文により、、？〃 が表示されます。 


RUN m 

春このときにたとえば、、45"を入力します。 


45晒 

ERR 2 P 0-30 

•このエラーメッセージは「30行目で構文エラーが発生しました」という意味ですの 
で、プログラム内容を確認します。 

ES 國 QD 

P 123456789 

LIST 30 m 

30 Y = Xt 2 + 3 X + 
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>30 行目の、、 3" と、、 X " との間に、、氺"が抜けていますので、プログラムの編集の方 
法に従い直します0 _ 


□13133 


30 Y = Xt 2 + 3 X 


40 PRINT Y 


( 3 ) プログラムを実行しながらのデバッグ 

会話型デバッグは、エラーメッセージによ0計算機からの情報を得て行なうデ 
バッグですが、エラーメッセージは表示されないが計算結果が思い通りにいか 
ない場合には、プログラムを繰り返し実行しながら途中までの計算結果を確認 
していくデバッグを行ないます。この方法は 、 、、S 丁 OP " コマンドによりプログ 
ラムの進行を停止させて行なう方法と、トレースモードにより一行ごとに実行 
させてデバッグを行なう方法があります。 

• STOP コマンドによるデバッグ 

く例〉次のプログラムが書き込まれています。 

10 Y =0 

20 INPUT N,X 
30 FOR 1 =1 TO N 
40 Y = Y + X 水 X 
50 NEXT I 
60 PRINT Y 
70 END 

この FOR.NEXT ループ中の丫の値を見るために、 STOP 文により一回ごとのループ 

の結果を見る。 

〈操作〉 

• STOP 文を入れる箇所は計算式の直後がよいので、 40 行目と 50 行目の間に STOP 文 

を書き込む。 

SIH 

45 STOP m 
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•これにより、40行目の計算が終了後プログラムの進行が止まりますので、チェ ッ 
クすることができます。 

函 I 回 RUNE 3 ? 

4 ■ ? 

87E3 、此 s 7 

，川、 ■ __ 

•この停止しているときの Y の値は？ し カーソルが 点滅 "^ STOP " 表示 

Y 回 [7569 ST ° P " 

♦再びプログラムをスタートさせます 
と、次の STOP 文で停止しますので 
また Y の値を求めます。 


囲 

STOP 

y m 

15138 


参この操作の繰り返しで、計算過程を見ることができます。 

この例は簡単なプログラムを使っていますが、実際に複雑なプログラムを組み上 
げていく場合には机上デバッグでは計算過程のチヱックが大変なため、このよう 
な STOP 文による変数のチェックを行なえば、プログラムミスを見つけだし、直 
すことができます。 

• トレースモードによるデノ くツグ 

トレースモード（_囵と押す）でプログラムの実行を行ないますと、_行ごとに 
実行して止まりますので、実行デバッグが簡単に行なえます。 

前記 STOP コマンドによるデバッグの例題をトレースモードで行なってみます。 


〈操作〉 

run モード指定 . mm 

トレースモード指定 . H2 

RUN 回 

囲 

プログラムの進行を見る……@ 
プログラムを続ける . 關 
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Y の彳直は 


4 ■ 

87团 
S 

趣 

•Y m 

閱 



以下繰り返し 

この トレースモ— ドによる デバッグは、 全体の流れを見るのに最適で、どの箇所 
で ミスが おきているかを見るのに便利です。 


囹プ□グラムコマンド 
■ 入力命令 
• INPUT 文 

入カ コマンドは、プログラム 計算実行中にデータを入力す るためのコマンド です0 
INPUT 文はプロ グラム 実行中に、変数にデータをキー入力す るためのコマンドで 
を表示して停止します。 

書式 ： INPUT 〔、、文字列〃，〕変数〔，、、文字列"，変数〕（〔〕内は省略可） 
、、文字列"は省略できますが、書き込まれた場合は、、？"の前に、、"（引用符）でかこ 
まれた文字が表示されますので、入力時のメッセージとすることができます。 

続く変数は、数値変数 ( A ， B 等）、文字変数 ( X $ ，丫$等)、専用文字変数 ($) で、•に 
より続けて書くことができます。 

< 例〉 _ _ _ 

INPUT A J __ 

INPUT '' DATA=",A DA TA =? __ 

input ■文により、、？"を表示して入力待ち状態のときは、データを入力して回キー 
を押せば、次の処理に進行します。なお、入力待ち状態のときは ES キーを押して 
も入力待ち状態は解除されませんので、プログラムを途中で中止したいときは® 
回と操作します。 
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★ INPUT 文により入力できるデータは、原則として数値変数には数値もしくは数式 
の結果(答）が、文字変数には文字列が入ります。 

INPUT A の場合 

数値…… 123囲-> A =123 

数式の結果…… 140250— A =350 
INPUT B $ の場合 

文字列…… ABC ®-> B$=ABC 
789123 B $=789 

なお、数値変数への入力に他の数値変数を使うことができます。 

INPUT A の場合 （X =987654とする） 

変数 …… xm - > a=x 

=987654 


• KEY 関数 

この関数は、プログラム実行中に押されている1キー分だけを1文字の文字とし 
て文字変数に読み込みます。この関数は INPUT 文と異なり、停止して入力待ち状 
態 r ?" 表示）にはならず、キー入力がない場合にもプログラムは順次進行します。 

書式：文字変数二 KEY 
文字変数は A $、 $等を使います。 

〈例〉 

10 A$=KEY 

20 IF A $= 、、八 " THEN 100 
30 IF A $=、' B " THEN 200 
40 IF A $=、、 C " THEN 300 
50 GOTO 10 


このプログラムは KEY 関数によるデータの入力と振り分けの部分だけですが 、 io 
行目の KEY 関数により読み込まれた文字データを、次の IF 文によりキー入力され 
たかどうかを判断します。これは、 KEY 関数は囤キーを押さなくても第1キー入 
力だけを読み込む働きがありますが、 INPUT 文のように停止はしませんので、次 
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の IF 文との組み合わせにより入力待ちの状態にします。 

20〜40 行目の IF 文は判断のためのコマンドで、 KE 丫関数により入力された文字変 
数により振り分けます0なお、 F 文についての詳細は48ページをご覧ください0 


■ 出力命令 
• PRINT 文 

PRINT 文は、計算結果やデータを表示させる命令文で、コマンドに続〈文字列や 
変数の内容、計算結果が表示されます。 

数式11， 

文字式 ll ; 

U 内はいずれか1つ〔〕内は省略可 

PRINT 文に続く出力制御関数は CSR 関数で後に続くデータを表示する位置を指定 
します。 （47 ページ參照） 

数式は変数や計算式を書きます。変数の場合は変数の内容が、計算式の場合は計 
算の結果が表示されます。 



書式 ： PRINT 


出力制御関数 
( CSR ) 


〈例〉 

PRINT A (A = 12345 とします） 

PRINT 789 

PRINT A *2 (A=147 とします） 

PRINT B $ . ( B $ =、' PB - IOO " とします） 


12345 


789 


294 


PB —100 


文字式の場合は、'〃（引用符）でかこまれた文字がそのまま表示されます。 


く 例〉 _ _ 

PRINT 、、 ABC " I ABC _ 

PRINT 、、 XYZ " +、'123" XYZ 123 _ _ 

この数式や文字式は、またば//によりいくつも続けて書くことができますが、 
一行に書ける文字数は行番号を含めて 62 文字以内で、引用符間の文字列は 30 文字 
以内となります。 

、、："と、、，"の違いは、後に続〈数式や文字式を前の式に続けて表示させるか、一 
度表示を消してから表示させるかです。 

データの後に、、，•"が続かない場合はデータを表示後、、 STOP " を表示して停止し 
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ますので、次のデータを表示させたいときやプログラムを進行させたいときは 
キーを押します。 


• CSR 関数 

CSR 関数は出力制御関数で、データを表示させる位置を指定する関数です。 


書式： PRINT CSR 数式 " 1 


|数式| 
1文字式| 


〔〕内は省略可 
11内 はいずれか 一つ 


※数式の値は小数以下切り捨てで0〜11です。 

この数式の値により表示上の左から何桁目にデータを出力するかを指定します。 
なお、表示上の桁数の数え方は次のようになります。 



〈例〉 


PRINT 

PRINT 

PRINT 

PRINT 

PRINT 

PRINT 


A ( A =12345 とします） 

CSR 1；A 
CSR 5 ； A 

B$ (B$=ABCDE とします） 

CSR 2 ； B$ 

CSR 10 ； B$ 



※〇 SR 関数の後に続く、、；〃を、、//とした場合は、一度表示をクリヤーにしてから 
次の S 3 で左側から表示されます。 


■ジャンプ命令 
•GOTO 文 

GOTO 文は無条件ジャンプとも呼ばれるように、指定した箇所(行番号）に無条件に 
プログラムを進める命令です。 

奎式 . GOTO |数式 . 行番号（卜9999の範囲） 

又#数式 . プログラムエリア No .(0 〜9の範囲） 
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GOTO 文の後に直接数式が続く場合は行番号へのジャンプとなり、、、#"と続〈場合は 
プログラムエリアへのジャンプ となります0 
数式とは、数値または変数、計算式です。 

く例〉 


GOTO 

10 …. 

..…10行目へジャンプ 

GOTO 

N …. 

.•…変数 N の値の行番号へジャンプ 

GOTO 

A 氺100 •… 

.•… A 米100の答の行番号へジャンプ 

GOTO 

#2 …. 

..… P 2 のプログラムエリアへジャンプ 

GOTO 

#X …. 

••…変数 X の値のプログラムエリヤへジャンプ 

GOTO 

ttP +1 •… 

..… P +1 の答のプログラムエリアへジャンプ 


GOTO 文はプログラムの進行を先頭に進め、繰り返しプログラムを使う場合や、別 
のプログラムへジャンプして、特定の演算を行なうときに使います。 


■ 断判命令 
• IF 文 

IF 文はその性質上条件ジャンプとも呼ばれ、ある種の条件を満たしたときにだけ 
ある操作を行なったり、指定箇所へジャンプする命令です。 

[ THEN 行番号または# n (れ =0 〜 9) 1 
書式： IF 比較式| ; コマンドまたは 代入文 j 

、、 IF " の後の比較式は等号または不等号の右辺と左辺の比較により、丫 ES ならば 
、、丁 HEN " または、、，•"以後に続き、 N 0ならば次の行に進みます。 

これを フロー チャートで描くと次のようになります。 



この意味は、 IF 文が成立すれば 、、 YES 〃（正）の方へ行き、成立しなければ* N 0" 
(否）の方へ行きます。 

っまり IF ■文とは分岐を示すものであり、そのために判断を行ないその結果によつ 
て次の操作を選択させます。 
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この IF 文は、データ数がわからない時のループ(繰り返し）を終了させるためや、 
演算結果等により次の操作が変わるような時に使われます。 

この比較には、定数•変数•数式.文字定数.文字変数が使えます。 


A>10 変数と定数 (A が 10 より大きければ丫 ES) 

X>Y 変数と変数 (X が Y よりも大きいか等しければ丫 ES) 

N = L+3 変数と数式 ( N が L と 3 を加聋したものに等しければ丫 ES) 

A$ = 、' XYZ " 文字変数と文字定数 (A$ 内の文字列が 、、 XYZ 〃 と等しければ YES) 
P$ = Q$ 文字変数と文字変数 fP$ 内の文字列と Q$ 内の文字列が等しけれ 

(ば YES 

※変数と文字変数の比較はできません。 

※文字列の比較は アスキーコードに 準じます„ 


、、丁 HEN " または、、；"は、次に続くものによ0使いわけます。 


THEN 150 

(行番号） 

； PRINT A 

THEN #9 

( プログラムエリア） 

;Z=X+Y 


■ ループ命令 
• FORNEXT 文 

FOR-NEXT 文とは繰り返して同じ（もしくは同じような）操作を行ないたい時に、 
その繰り返し（ループ）回数がわかっている場合に使われます。 

書式： FOR 変数丁〇 m STEP 1 

( 初期値絲値 L 増分 J 

; C 〕内は省略可 

NEXT 変数 0 

n y m , ^は数式 

つまり、変数がれから饥まで刻み幅 fi で変化して いく 間に 、、 FOR " と 、、 NEXT " の 
間の命令を繰り返して実行せよという命令で、 m まで実行すれば 、、 NEXT " の次 
の命令に進みます。 
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〈例〉 

変数 I が 1 から 10 まで 2 づつ増えていく場合 
FOR 1 =1 TO 10 STEP 2 

NEXT I 

変数 A が 50 から 1 まで 0.5 づつ減る場合 

FOR A =50 TO 1 STEP-0.5 

\ 

NEXT A 

変数 P が Q から R まで 1 づつ増える場合 
FOR P =Q TO R 

NEXT P 

※ l づつ増える場合は 、、 STEP " が省略できます。 

★ネステイング 

FOR.NEXT ループは 4 重まで重ねて使えます。この重ねて使うことをネステイン 
グと言います。 

- FOR A . . 

— FOR B =. これは 4 重のネステイングで、 FOR.NEXT 文の間 

厂 FOR C =. に另 lj の FOR.NEXT 文が入り、さらにもう一つの 

「FOR D =. FOR.NEXT 文が入り……という形になります。 

: 1 し NEXT D 
L-next C 

—— NEXT 巳 
- NEXT A 

このようにいくつも重ねる場合は、 FOR 文に対応する NEXT 文とその変数に注意 
しなければなりません。 


50 














-FOR 1=1 TO 5 STEP 1 
— FOR J =2 TO 20 STEP 2 
X \ 

L NEXT I このような FOR . NEXT ループは 

^NEXT J 組めません。 

なお、 FOR - NEXT ループからの抜け出しはできますが、 FOR . NEXT ループへの飛 
び込みはできません。 

X 

「FOR A =. 

「FOR B =. 


— IF.THEN. 

[NEXT B 
L-NEXT A 

〇 、’ 

■ サブルーチン命令 
•GOSUB 文 

サブルーチンとは、副プログラムとも呼ばれ、今迄出てきたプログラム（メイン 
ルーチンとも呼ばれる）とは異なり、メインルーチンの中から呼ばれる別のプロ 
グラムのことです。 

このサブルーチンを呼び出す命令が GOSUB 文で、この命令によりメインルーチン 
からサブルーチンへジャンプし、サブルーチン内のプログラムを実行後、サブル 
—チン内の RETURN 文によりメインルーチンの元の場所に戻ります。 
f 数式 

書式： GOSUB I# 数式 . サブル ー チン呼び出し（ジャンプ）命令 

RETURN . メインルーチンに戻る命令 

GOSUB 文に続く数式はサブルーチンエリアの先頭の行番号を示します 。 RETURN 
文はサブルーチンエリアの最後に必ず入れなければならず、入れない場合はメイ 
ンルーチンに戻ってきません。 
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く例〉 



1000 A=B 


100 GOSUB 1000 


サブルーチンエリア 


1990:RETURNJ 


999 

GOSUB 文の後の数式は数値変数でも計算式でもよく、変数や数式の場合は変数内 
の数値や数式の結果(答）により、呼び出すサブルーチンが異なります。 

数式の前に、、#"がついた場合は、別のプログラムエリア （ P 0 〜 P 9) をサブルー 
チンとして使います。この使い方は、別々のプログラムでも同じサブルーチンを 
使うことができますので、とても便利です。 

く例〉 

P 0 P 9 P .2 



999 END 


999 END 


_ネスティング 

GOSU 巳文にも FOR.NEXT 文と同様なネスティングがあり、サブルーチンを続けて 
呼び出す回数が決っています。 

このネスティングは8段まで使えますので、サブルーチンの中からさらにサブル 
ーチンを呼び出すことができます。 
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メインルーチン メインルーチン 




サブルーチンはメインルーチンの共通部をサブルーチンとして組み、ステップ数 
を省略させるために使ったり、複雑なプログラムを組み上げる時に部分部分を別 
々にサブルーチンとして組むと便利です。 


■ マルチステートメント 

マルチステートメントとは2つ以上のコマンドを、、：々（コロン）でつないで、いく 
つもの行にわたるプログラムを一行にします。 

〈例〉 

10 A =2 

20 B =10 >10 A =2 丄 B =10 丄 C =50 
30 C =50, 


10 PRINT "N0/ ； N ； 
20 INPUT A 


10 PRINT 、、 N 0/; N ;: INPUT A 


〔注意〕 

VA 〇 （メモリクリヤ ー ） コマンドはマルチステートメント で使え ません。 
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■ 停止命令 
• STOP 文 

STOP 文はプログラムの進行を一時的に停止させる命令です。 

この 命令によりプログラムが停止しているときに、再びプログラムを進行させた 
い場合は 四 キーを押します。 

STOP 文はプログラム中にいくつでも書き込むことができます。 

■終了命令 
• END 文 

END 文はプログラムの実行を終了させる命令で、 STOP 文のように再び実行を継 
続させることはできません。 

この END 文はプログラムの最後に書き込みますが、メインプログラムの後にサフ 
ルーチンが続くような場合には、メインルーチンの最後に必ず書き込んでくださ 

い0 

■ 実行命令 

參 RUN コマンド 

RUN コマンドはプログラムを実行させるためのコマンドで、プログラム中に書き 
込んで使うことはできません。 

書式： RUN 〔行番号〕 〔〕内は省略可 

行番号が続〈場合はその行番号からプログラムがスタートし、省略された場合は 
先頭の行からスタートします。 

く例〉 

run 团 . 先頭からスタート 

RUN 20 E 3. 20 行目からスタート 

RUN 55回 . 55 行目からスタート 

指定された行番号が無い場合には、その行番号に近い次の行からスタートします。 
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■リスト命令 

♦ LIST コマンド 

LIST コマンドはプログラム内容を表示させる命令で、 、、 RUN " モードと 、、 WRT " 
モードで使うことができます。 

書式： LIST 〔行番号〕 〔〕内は省略可 

LIST A 

行番号が続〈場合は、現在指定され ているプログラムエリアのプログラムを、 指 
定された行番号から順に表示します。行番号が省略された場合は先頭の行から表 
示します。 

\'LIST A " となった場合は、全プログラムエリア内のプログラムを表示する命令 
となり、 P 0 から順に P 9 までのプログラム内容を表示します。 

なお、このコマンドはプログラム中に書き込んで使うことはできません。 

'' RUN " モードで行なった場合は指定行から順 に プログラム内容を表示 していき 
ますが、 、、 WR 丁"モードで行なった場合は回キーを押す ごとに— 行づつ表示します。 
〈例〉 

'、 WRT 々 モード 
LIST 20123 


、' RUN " モード 
L 1 ST ■ 


10 A=0 


20 INPUT B 


30 A=A+B 


团 

閲 


20 INPUT B 


30 A=A+B 


40 GOTO 20 


40 GOTO 20 


なお、 xn WRT ,/ モードで行なった場合はプログラムの編集 (34 ページ参照）となり 
ますので注意してください。 


■モード指定 

， MODE コマンド 

MODE コマンドは角度単位やプリンタ出力の状態をプログラム中で指定するコマ 
ンドです。 

書式 ： MODE n (n=4 〜 8) 

MODE 4 、、 DEG " 指定 

角度単位の指定 


MODE 5 
MODE 6 


" RAD " 指定 
、、 GRA " 指定 
















MODE 7 プリントモード指定 
MODE 8 プリントモード解除 

この MODE コマンドは、マニュアル操作で行なう_キーによる指定と同じで、フ 
ログラム中に書き込んで行なう方法です。 

■ 出カフォーマット 
• SET コマンド 

SET コマンドは、表示するときの出力形式を指定する命令で、有効桁数と小数点 
以下を指定します。 

書式 ： SET E n . 有効桁数指定 

SET F n . 小数以下指定 

SET N . 指定解除 

( n =0 〜 9) 

※ブログラム中での有効桁数指定の場合の、、 SET E0" は 10 桁指定となります。 
この命令はマニュアルで行なう操作をプログラム中に書き込んで使う方法で、出 
力形式を指定します。表示内容は24ページを參照してください。 

■文字関数 

籲し EN 

LEN 関数は文字変数内の文字数を数える関数で、文字変数の大きさを知ることが 
できます。 

書式 ： LEN (文字変数） 

〈例〉 

A $= 、、 ABCDE " であれば 
LEN(A$)=5 となります 

• MID 

MID 関数は専用文字変数 （$) のみに使え、$変数内の文字列の中からいくつかを取 
り出します。 

書式 ： MID (m [ 9 n ] ) m ， ri は数式で1以上30以内です〔〕内は省略可 
これは専用文字変数内の文字列の第 m 番目から 71 文字を取り出します 0 
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数式肌は自己憶されている文字数を越えてはならず、また 7 W + 71が記憶されている文 
字数+1を越えてはなりません。 

なお、数式れが省略された場合は第 m 文字以降すべてを取り出します。 

く例〉 

$=— 100〃 であれば 

MID (2,3) = 、' B-r 

MID (4)= 、、 100" となります。 

• VA し 

VAL 関数は文字変数内の数字を数値に変換します。 

書式： VAL (文字変数） 

この関数は文字変数内の数字を数値に変換しますので、文字変数内が数字でない 
場合 （'' ABC " 等）はエラーとなります。 

く例〉 

Z $= ''78963〃 であれば 
VAL ( Z $)=78963 となります 
〔注意〕 

この関数をプログラム中で使ったときに、変数内のデータが数字以外で エラーと 
なった場合は 、、 ERR 2" と表示され、プログラムエリアと行番号は表示されません。 

■ メモリークリヤー 

• VAC 

VAC コマンドは変数内のデータをすべてクリヤーし、数値変数は、、 0" に、文字変 
数は Null (何もない）にします。 

このコマンドはマニュアルでもプログラム中に書き込んでも使えますので、必ず 
データをクリヤーにしてからプログラ ムを 実行し たい 場合はプログラムの先頭に 
入れ、また、クリヤーする必要がないときや、状況に応じて必要なときはマニ ュ 
アルで実行させます。 
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く例〉プログラムに書き込む 

10 VAC 


マニュアルで 実行させる 

vac m 

〔注意〕 

この VAC コマンドはマルチステートメント （53 ページ参照）では使えませんので、 
必ず一行に VA C コマンドだけを書き込んでください0 

■ プログラムクリヤー 
• CLEAR コマンド 

〇 LEAR コマンドは書き込まれているプログラムをクリヤーする命令で、丁" 
モ ー ドでマニュアル(-より実ィ了します。 

書式 ： CLEAR 

CLEAR A 

''CLEARS コマンドは 現在指定されているプログラムエリア （ P 0 、 P1 …… ） 1 つ 
だけのプログラムをクリヤーします。 

NN CLEAR A " コマンドは、 P 0 〜 P 9 までの全プログラムエリアのプログラムをク 
リヤーします。 

く例〉 

CLEAR ■. 単ープログラムのクリヤー 

HQ ] CLEAR A m . 全プログラムのクリャー 


■ オプション仕様 

カセットテ ー プレ J ーター 1 

本機で カセットテープにプログラム や データを 記録するには、 カセット イン タフ 
ェイス 〈「八 一 3〉 を 使用して、一般の音楽用 テープレコーダに 録音します。ま 
た、 テープレコーダー はり モート 端子付きであれば 、 FA — 3 を 通して本体からの リ 
モート ができますので、 リモート 端子付きの方が便利です。 

なお、 テープレコーダ ーへ 1 の端続の仕方および詳しい取り扱い方法は FA — 3の取 

扱説明書をご覧ください。 










參プログラムの記録 

書式： SAVE r ファイル名"〕 〔〕内は省略可 

ファイル名は8文字以内の英文字.数字.記号を''〃(引用符）でかこって使います。 
(以下同） 

く例〉 

、、 ABC " 

、 'NO.r 

この コマン ドは、 テープレコーダーを「録音」 で スタートさせ、 

SAVE 〔'、ファイル名"〕 ■ 

と操作します。 

SAVE コマンドはマニュアル でのみ使えます。 


籲プログラムの呼び戻し 

書式： LOAD 〔'、ファイル名〃〕 〔〕内は省略可 

このコマンドは、 テープレコーダーを「再生」 で スター トさせ 
LOAD 〔'、ファイル名"〕 S 3 
と操作します。 

プログラムを LOAD 中の表示 PF ： ABC 

r t 

プログラムファイル名 
ファイル 

この コマン ドは呼び戻す前のプログラム エリ アにすでにプログラムが書き込まれ 
ている場合は、新しいプログラムの先頭の行番号以外のプログラムが消えて、新 
たに LOAD されます。 

書全プログラムの記録 

書式 ： SAVE A 〔、'ファイル名"〕 〔〕内は省略可 

このコマン ドは、 P 0 〜 P 9 ま での 全 プログラムエリ ア内に書き込まれ ているプロ 
グラムを同時にテープに記録します。 

操作方法は SAVE コマン ドと同じで、 テープレコ-ダーを「録音」 で スタートさせ 
SAVE A 〔、、ファイル名"〕囤 
と操作します。 
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♦全プログラムの呼び戾し 

書式： LOAD A 〔、、ファイル名"〕 〔〕内は 省略 可 

このコマンドは SAVE A コマンドにより記録された全プログラムエリアのプロ 
グラムを同時に呼び戻します。 

操作方法は LOAD コマン ドと同じで、 テープレコーダーを「再生」 でスタ—卜させ、 
LOAD A 〔、、ファイル名"〕回 

と操作します0 ___ 

プログラムを LOAD 中の表示 | AF:PB — 100 

オール フ: j イル ファイル名 

このコマンドは呼び戻す前のプログラムエリアにすでに書き込まれていても、以 
前のプログラムをクリヤ_してから新たにプログラムを呼び戻します。 

なお、 SAVE A コマンド も LOAD A コマンド も マニュアル でのみ使えます0 

參 データの 記録 

書式： PUT 〔、、ファイル名〃〕変数1〔，変数2〕〔〕内は省略可 
テープに記録されるデータは変数1〜変数2までの変数内のデータです。 

く例〉 

PUT 、 'PB"A . 変数 A のデータ 

PUT 、、1 一 2" A，Z . 変数 A 〜 Z のデータ 

PUT 、、 DT " $， A ， Z (10). 文字変数$と八 〜 Z (10) のデータ 

専用文字変数$内のデータを記録する場合は$を最初に書きます。 

このコマン ドは マニュアル でも プロ グラム中に組み込んでも使えます。 
マニュアルでは、テープレコーダーを 「録音」 で スタートさせ、 

PUT 〔、、ファイル名"〕 変数 U ， 変数2〕 囤 
と操作します。 

プロ グラム中に組み込んで行なう場合は行番号とともに PUT コマンド を書き込み、 
書き込まれた プロ グラムを スター トさせます。 


• データの 呼び戻し 

書 式： GET 〔、、ファイル 名〃〕変数1〔，変数2〕〔〕内は省略可 
このコマンド も マニュアル でもプログラム中に書き込んでも使えます。 
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マニュアルではテープ レコー ダーを 「再生」 で スター トさせ、 

GET 〔、、ファイル名"〕変数1〔，変数2〕団と操作します。 

プログラム中では行番号を付けて書き込み、プログラムをスタートさせます。 

•テープに記録されたフアイルのチェック 
テープ上に正し〈プログラムやデータが記録されたかどうかをチェックするには 
VER コマンドを使います。 

書式： VER 〔、'ファイル名"〕 〔〕内は省略可 

操作手順はプログラムの LOAD と同様に行ないます。 


t/U ンタ ] 


本機には専用のミニプリンタく FP -12〉 を接続することができます。 

このプリンタを接続することによりプログラムリスト やデー タリストがとれ、ま 
た実行時の演算結果の出力もプリントすることができます。 

なお、プリンタへの接続および操作方法は FP -12 の取扱説明書をご覧ください。 
プログラムリストをプリントしたい場合は國0と押して 、、 PRT " モードを指定し 
て行ないます。 

プログラムリスト 
@ ( 0 )® ( 7 ) 

LIST m または LIST A 回 
S 回（プリントモード解除） 

プリントが終りましたら必ず§1回と押してプリントモードを解除してください。 
また、演算結果や操作内容をプリントしたい場合は、プログラム中に 、' MODE 7" 
★MODE 8" を書き込むことにより自動的にプリントすることができます。 

〈例〉 

100 MODE 7 
110 PRINT A 
120 MODE 8 

プログラム中に 、、MODE 7" を書き込んだ場合は、必ずプログラム終了前に 、、MO 
DE 8" を書き込んで、 、、 prt " モードを解除してください。 
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エラーコード 


2 


3 


意 


味 


メモリ ー オ ーバ 
一またはシステ 
ムスタック オー 
バー 


構文エラー 


数学的エラ 


4 


5 


6 


未定義行番号ェ 
ラー 


引数エラ 


変数エラ 


原 因 


►ステップ数不足でプログラ 
ムが書き込めない。または 
メモリーが増設できない。 

>計算式が複雑すぎてスタッ 
クオーバーしている。 


• プログラム等に書式上の誤 
りがある。 

• 代入文等で左辺の型式と右 
辺の型式が異なる。 


► 数式の演算結果が I 0 IQ ° 以上 
の場合。 

►数値関数の入力範囲外の場 
合0 

>結果が不定または不能とな 
る場合。 


対 


策 


參不要なプログラムをクリヤ 
一するか、メモリー数を減 
らす。 

• 数式を分割して簡単にする。 


►入力したプログラム等の誤 
りを修正する。 


r 演算式またはデータを修正 
する。 

>データを 判断する。 


• GOTO 文、 GOSUB 文の才旨定 
行番号がない。 


►引数を必要とするコマンド、 
関数において、引数が入力 
範囲外の場合。 


ネステイングェ 
ラー 


•増設されていないメモリー 
を使おうとした。 

• 同ーメモリーを数値変数と 
文字変数に同時に使おうと 
した。 


9 


オプション ェラー 


籲サブルーチン実行中以外で 
RETURN 文力 ? 出てさた場合0 

• FOR ループ中以外で NEXT 
文が出てきたり、 FOR 文に 
対する NEXT 文の変数が異 
なる場合。 

參サブル_チンのネスアイン 
グが8段をこえた場合。 

• FOR ループの ネステイング 
が4段をこえた場合。 


►指定行番号を修正する。 


►引数の誤りを修正する。 


►適切にメモリーを増設する。 

>同時に同ーメモリーを文字 
変数、数値変数として使わ 
ないようにする。 


►不必要な RETURN 文や 
NEXT 文を取る。 

I サブルーチンや FOR.NEXT 
ループをレベル内にする。 


♦プリンタゃテープレコーダ 
一が接続されていないのに 
プリントモードで実行した 
り SAVE 等のオプシヨンコマ 
ンドを実行した場合。 


>プリンタまたはテープレコ 
ーダーを 接続する。 

>プリントモードを解除する。 
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分 類 

コマンド名 

害 式 


入力文 

INPUT 

INPUT 変数列 

ブログラム実行中にキーボード上か 
らデータを入力させます。入力終了 
までブログラムは停止します。 

P -44 

KEY 

文字変数 =KEY 

プログラム実行中に入力されたキャ 
ラクターを読み込み、文字変数に代 
入する。プログラム実行中に停止は 
しないため' キー入力がない場合は 
なにも入りません。 p — 45 

出力文 

PRINT 

print 出力制御関数 rU 力要素 

指定された出力要素を出力します。 

P -46 

CSR 

CSR n | ; } 

11) 

指定された72桁目から表示します。 

P — 47 

分 岐 

GOTO 

GOTO { g # |} 

指定された行番号へプログラムの進 
行をジャンプさせます。 p -47 


IF 比較式 { TH ; EN コ筇 f } 

比較式が真ならば THEN 以降の行番 
号へジャンプするか、，•以降のコマ 
ンドを実行し、偽ならば次の行番号 
に進みます。 p -48 

GOSUB 

GOSUB {雲番 |} 

指定された行番号のサブルーチンを 
呼び出し、サブルーチン内のプログ 
ラムを実行します。プログラム実行 
後は RETURN 文により再び GOSUB 
文に戻り次のコマンドに進みます。 

P 一51 

RETURN 

RETURN 

サブルーチン内のプログラムの終了 
を意味し、進行を GOSUB 文の直後へ 
戾します。 P —51 

反 復 

FOR 

for u = e , Toe 2 〔 STEPe 3 〕 

※むは単純数値変数、 e ,, e 2 , e 3 は数式 

数値変数に対し、初期値を e ,、 終 
値をら、刻みを e 3 としたループの 
開始を宣言します。 

ループは FOR 文から NEXT 文の間で 
回くり返されます。 

刻み e 3 が省略された場合はら=1 
と見なされます。 P -49 


NEXT | 

VJEXT V 

: 

FOR ループの最後を意味し、 t ; にも 
が加えられ、 e 2 を越えてない時は再 
びループを繰り返し、越えた時は NEX T 
文の次の行に進みます。 P -49 


63 

























































分 類 

コマンド名 

害 式 

楢 能 

実行の停止 

STOP 

STOP 

プログラムの実行を一次停止させ、 
キー入力待ちの状態になります。 

团キーにより実行の継続ができます。 

P -54 

実行の終了 

END 

END 

プログラムの終了を意味し、実行前 
の状態に戻ります。 132 キーによる 
継続はできません。 P— 54 

データのクリヤー 

VAC 

VAC 

プログラム用の変数データを全てク 
リヤーします。 P 一57 

プログラムの 

リスト 

LIST 

LIST 〔行番号〕 

指定された行番号以降のプログラム 
リストを表示します。 P — 55 

全プログラム 
のリスト 

LIST A 

LIST A 

ブログラムリストを順次、表示しま 

す0 

P -55 

プログラムの 

実行 

RUN 

RUN 〔行番号〕 

指定された行番号から、プログラム 
を開始します。 P-54 

プログラムの 

消去 

CI_EAR 

CLEAR 

現在指定されているプログラムエリ 
アのプログラムをクリヤーします。 

P -58 

CLEAR A 

〇し EAR A 

メモリー内の全てのブログラムをク 
リヤーします。 P~ 58 

角度単位指定 

MODE 

[41 

MODE 5 

6 J 

三角関数の角度単位を度（4)、ラジ 
アン（5)、グラジアン （6) に指定し 
ます。 P 一 55 

フォーマット 

指定 

SET 

SET {^} 

(0^ n ^9) 

表示される数値データの有効桁数ま 
たは小数以下を指定します。 

P -24 

文字関数 

し EN 

LEN (文字変数） 

文字変数の大きさを計算します。 

P -56 

MID 

MIDUUn 〕) 

専用文字変数 （$) 内の第 m 番目から 
n 文字を取り出します0 

P -56 

VA し 

VAL (文字変数） 

文字変数内の数字を数値に変換しま 
す。 P- 57 

オプション用 

SAVE 

SAVEr ファイル名"〕 

現在指定されているプログラムエリ 
アのブログラムのみテープに記録し 

ます。 

P -59 
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分 類 

コマンド名 

害 式 

機 能 

オプション用 

LOAD 

LOAD 〔''ファイル名つ 

現在指定されているプログラムエリ 
アにテープからプログラムを呼び戻、 
します。 P — 59 

SAVE A 

SAVE A 〔''ファイル名"〕 

全プログラムエリアのプログラムを 

同時にテープに記録します。 

P-59 

LOAD A 

LOAD A 〔'、ファイル名"〕 

全プログラムエリアにテープから同 
時にプログラムを呼び戻します。 

P-60 

PUT 

PUT 〔、'ファイル名"〕変数 

変数内のデータをテープに記録しま 
す。 P —60 

GET 

GET〔、' ファイル名"〕変数 

変数にテープからデータを呼び戻し 
ます。 P —60 

VER 

VER 〔''ファイル名"〕 

テープに記録されているプログラム 
またはデータが正しく記録されてい 
るかチェックします。 P-6I 


〔〕内は省略可、 I 丨内はいずれか1つ使用 



f -- - - 

関数桁容量 

入力範囲 

答の精度 

sin x、cos tan x 

1 ズ K 1440°(8? rrad 、 1600 gra ) 

10 桁目 ±1 

sin "' x x cos "' a : 


" 

tan"'x 


" 

log x . In x 

ズ >0 

n 

e x 

^ =1 

" 

Jx 


// 

x y ( X 1 y ) 

\ _ 

x>o 

if 

ノ 
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型 式： PB -100 

基本計算機能：負数、指数、カッコを含む四則計算(加減•乗除の優先順位判別機能つき） 

組込関数機能：三角.逆三角関数(角度単位は度•ラジアン•グラジアン)、対数•指数関数、開 
平、べき乗、整数化、整数部除去、絶対値、符号化、有効桁数指定、小数以 
下指定、乱数、兀 

コマンド： INPUT 、 PRINT 、 GOTO 、 FOR.NEXT 、 IF-THEN 、 GOSUB 、 RETURN 、 STOP 、 

END 、 RUN 、 LIST、LIST A 、 MODE 、 SET 、 VAC 、 CLEAR、CLEAR A 、 DEFM ' 
SAVE、SAVE A 、 LOAD、LOAD A 、 PUT 、 GET、VER 
プログラム関数： KEY 、 CSR 、 LEN 、 MID、VAL 

計算範囲： 土 1 X 10_" 〜土 9.999999999 X 10" および0、内部演算は仮数部12桁を使用 

プログラム方式：ストアード方式 
プログラム言語 ： BASIC (ベーシック） 

ステップ数：最大544ステップ(オプション RAM 接続時最大1568ステップ） 

組込プログラム数:最大10組 ( P 0 〜 P 9) 

メモリー数： 26〜最大94 メモリー（オプション RAM 接続時最大222 メモリー ） およひ専用文 
字変数 （$) 

スタック数：サブルーチン 8段 

FOR . NEXT ループ 4段 
数 値 6段 

演算子 12段 

表示方式および.仮数部10桁(負符号含む)、 または 仮数部8桁(負数7桁）+指数部2桁' 

内容 EXT 、 S ]、 RUN 、 WRT 、 DEG 、 RAD 、 GRA 、 TR 、 PRT 、 STOP の各状態表示付 

表示素子：12桁ドットマトリクス液晶 
主要素子： C-MOS VLSI 他 
電 源：リチウム電池 (CR_2032)2 個使用 

消費電力：最大 0.02W 

電池寿命：本体のみ約360時間 
(連続使用） 

オートパワーオフ：約 7 分 

使用温度： 0° C 〜40°〇 

大きさ•重さ：幅165奥行71高さ 9.8mm、 丨16守（電池込み） 

付属品••ソフトケース、入門書 
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力と才計算機株式会社営業本部 

斤宿区西新宿 2 一 6 新宿住友ビル 

fi r 6 ぶ H 0 3 L 0 $」"」市七条通り8 丁目 


礼幌 
釧路 
青森 
秋田 
盛岡 
仙台 
山形 
郡山 
宇都宮 
前橋 
水戸 
埼玉 
千葉 
東京 
東京 
城南 
城西 
多摩 
横湛. 
平塚 
新潟 
長野 
甲府 
沼津 
静岡 
浜松 
豊橋 
名古屋 
岐阜 
三重 
富山 
金沢 
京都 
大阪 
奈良 
和歌山 
神戸 
岡山 
松江 
福山 
広島 
山 口 
高松 
松山 
ネ虽岡 
長崎 
熊本 
鹿児島 


〇1 1-231-2343 
0154-24-8575 
0177-22-7466 
0188-63-7690 
0196-24-2502 
0222-27 - 1404 
0236-42-8018 
0249-33-5172 
0286-34-0395 
0272-53-3000 
0292-25-6985 
0486-66-8567 
0472-43-1751 
03 — 862-41 4 I 
03 — 583-4 I I I 
03—787-3721 : 
03— 376-322 1 : 
0425-23-3531 : 
045-21 卜0821 = 
0463-23-261 I = 
0252-41-4105 = 
0262-28-9360 ラ 
0552-37-6371 =] 
0559-22-8928 =j 
0542-81-8085 =f 
0534-64-1658 =f 
0532-53-2515 =f 
052-263-0454 =f 
0582-62-0145 =r 
0592-27-5066 t 
0764-22-2251 =f 
0762-37-851 丨〒 
075-35 MI 6 I 干 


1 礼幌市中央 区 南一条西 |2 
•釧路市光陽 町 6 - 

1 青森市勝 田 2 | - 

秋田 市山王2 — 丨- 

盛岡市本 町 通り 3-19 
仙 台市一 番町 2 — 3 

山形 市あこや 町 3 - |2 
福島県郡山市香久池 2 __ |6 
宇都宮市西大寛 2 — I 
前 榇市元総社 町 92 _ 
水 戸市中央丨— 
大宮市大成 町 f 1 — 丨 
千葉市登戸町2 —つ 
千代田区 神田佐 久間町 2 
港区六本木 2 一 3 
大田区上池台 丨 一 | 

新宿 区西新宿 4 - P 


丁目 

7 

-12 
-40 
- 6 
— 32 


6 

— 3 

5 

- 20 

8 I 
7 6 

— 23 

6 

-6 
18 


06 362-8181 

0742-24-381 I 

0734-31-7807 

078-392-4123 

0862-4 I ~847 I 

0852-25-131 I 

0849-24-2830 

082-263 - I 090 

0835-22-6164 

0878-62-5240 

0899-45-2234 

092-411-2684 

0958-61-8084 

0963-67-0650 

0992-56-3575 ' 


〕立川市錦町3 — ? — 

1 ^港市中区弁天通り 6 - Si 

I 平塚市新宿 I | 9 6 

I 新 潟 市米山 3 — ,一 

I ^野市岡田町3〇 — 加 
甲 府市城東2 — 2?— || 

2津市高島町8 — | | 

静岡市西中原 I 一 4 — 35 
浪松市西塚町 3 2 . 

f 橋 市 魚 町 C； 
ラ古 f 市中区栄 4 — 6 — |5 

S 一市—朦見町8 

'军市鳥居町丨 g j 

富山市白銀町 2 — | 

金沢市諸江町下丁 93 一 丨 

J 者よ，•下5区 五条通り 堀川東入ル 
大阪市北区南森町 2 一丨 _ 2〇 
条良市西木辻町 2 〇 n — fi ? 


和—歌山市九家の 
神戸市中央区北長狭通り4 一 
岡 山市西古松4 〇 6 
松江市嫁島町| 
ネ虽山市南本庄町2 — | 
広昜市稲荷町 4 
防府市戎町丨 一丨 Q 
高松市亀 岡 町 9 
松山市平和通り 丨一 | 
福岡 市博多区博多駅南丨一 2 
長崎市宝栄町 2 _ 

熊本市健軍4 — 


r 5 
\ — 18 
一 2 
7 3 

3 〇 
I 

—16 
16 
- 5 
-15 
26 
5 

-18 
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昭和 58 年 丨 日現在 














